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（2） 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人

日本計量振興協会（JAMP）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産

業規格を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本産

業規格である。これによって，JIS Z 8000-1:2014 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS Z 8000 規格群（量及び単位）は，次に示す部で構成する。 

JIS Z 8000-1 第 1 部：一般 

JIS Z 8000-2 第 2 部：数学記号 

JIS Z 8000-3 第 3 部：空間及び時間 

JIS Z 8000-4 第 4 部：力学 

JIS Z 8000-5 第 5 部：熱力学 

JIS Z 8000-6 第 6 部：電磁気 

JIS Z 8000-7 第 7 部：光及び放射 

JIS Z 8000-8 第 8 部：音響学 

JIS Z 8000-9 第 9 部：物理化学及び分子物理学 

JIS Z 8000-10 第 10 部：原子物理学及び核物理学 

JIS Z 8000-11 第 11 部：特性数 

JIS Z 8000-12 第 12 部：凝縮体物理 

 

 



 

 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

日本産業規格          JIS 
 Z 8000-1：2025 
 

量及び単位－第 1 部：一般 

Quantities and units-Part 1: General 

 
序文 

この規格は，2022 年に第 2 版として発行された ISO 80000-1 を基とし，技術的内容を変更して作成した

日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。技術的差

異の一覧表にその説明を付けて，附属書 JC に示す。また，附属書 JA 及び附属書 JB は対応国際規格には

ない事項である。 

量体系は，ISO/IEC Guide 99（VIM）で定義されているように，一貫性はあるが，多様な方法で扱うこ

とが可能である。どの方法を用いるかは，ある程度慣例による。 

ここで用いている量及び量の間の関係は，物理科学の全域にわたってほぼ普遍的に受け入れられている

ものである。それらは，今日，大多数の科学の教科書に記載されており，全ての科学者及び技術者によく

知られている。 

量及び量の間の関係は，本質的にその数は無限であり，新しい分野の科学及び技術の発展に伴って拡大

し続けている。したがって，この規格では，これらの量及び関係を全て列挙することは不可能であり，代

わりに，より一般的に用いる量及びそれらの間の関係を選択して規定する。 

特定の専門分野で活動している規格利用者にとって関心のある量がこの規格又はその他の規格に必ず規

定されているわけではない。しかし，これらの規格利用者が関心のある量を，この規格に規定されている，

よりよく知られている例に関係付けることができれば，規格利用者がそれらの量の単位を定義することへ

の妨げとはならないであろう。 

この規格に示されている量体系は，“国際量体系（ISQ）”という。国際量体系は，“国際単位系（SI）”の

基礎となる量体系である。国際量体系は，本質的に無限であり，継続的に発展し，拡張する量体系及び方

程式であり，現代の科学及び技術の全てが国際量体系に基づいていることを理解することが望ましい。 

1 適用範囲 

この規格は，量，量体系，単位，量記号及び単位記号，並びに一貫性のある単位系について規定し，特

に国際量体系（ISQ）に関する一般的な情報及び定義について示す。 

この規格の原則は，科学技術の様々な分野で一般的に使用され，また，JIS Z 8000 規格群の他の部への

手引として使用されることを意図している。 

JIS Z 8000 規格群では，順序尺度量及び名義的性質は現時点では取り扱わない。 


